
所　　属　　名

（単位：千円）

分担金 0 

負担金 0 

使用料 0 

手数料 0 

財産収入 0 

寄付金 0 

繰入金 0 

諸収入 0 

その他 0 計 2,785 

備　考　欄

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

地方債 0 

その他 0 

一般財源 2,785 

その他財源の内訳

市長段階査定額 2,785 

区　　分 補正額

事業の概要　会計名

一般会計 【問合せ先】広域連携係 0857-30-8013

【１２次総の施策体系】0101

【事業の経過及び背景】
　鳥取市と岩美町、若桜町、智頭町、八頭町、香美町、新温泉町の１市６町は、連携中枢都
市圏を形成し、人口減少・少子高齢社会にあっても、圏域の持続的発展をめざし、広域連携
による取組を進めている。

【事業の目的及び効果】
　麒麟のまち創生戦略会議と連携中枢都市圏ビジョン懇談会による連携中枢都市圏ビジョン
の進捗管理を行う。また、圏域住民の地域愛着度向上を目的として、圏域住民に向けた圏域
各市町の相互理解を図るエリアプロモーションに取り組む。

【事業の内容】
　令和10年度を始期とする第３期連携中枢都市圏ビジョンの策定に向け、圏域住民を対象に
した意識調査を実施する。
　［既決予算］
　　・麒麟のまち創生戦略会議の開催
　　・連携中枢都市圏ビジョン懇談会の開催
　　・エリアプロモーション事業（麒麟のまち聖地巡礼スタンプラリー）
　［今回補正］
　　・麒麟のまち圏域住民意識調査業務
　　　　業務内容：アンケート調査票作成・集計等
　　　　調査対象：圏域住民4,200人
　　　　調査内容：圏域に対する認識や生活の満足度など（11月頃実施予定）

款 総務費

項 総務管理費

目 企画費

補正前額 3,139 

要求額 2,785 

総務部長段階査定額 2,785 

年度 R8

企００１ 項　　目　　名 麒麟のまち創生推進事業費

予算書項目 総合企画費 ページ 27

企画推進部
創生企画課

所　　属　　名

（単位：千円）

分担金 0 

負担金 0 

使用料 0 

手数料 0 

財産収入 0 

寄付金 0 

繰入金 100 

諸収入 0 

その他 0 計 701 

備　考　欄

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

地方債 0 

その他 100 

一般財源 601 

その他財源の内訳

市長段階査定額 701 

区　　分 補正額

事業の概要　会計名

一般会計 【問合せ先】企画調整係 0857-30-8012

【１２次総の施策体系】3201

【事業の経過及び背景】
　市内の大学における県内就職率は約２割にとどまっており、大学生の地元定着の促進が課
題となっている。一方で、地域とのつながりや魅力を知る学生が地域に定着している事例も
みられ、こうした学生を増やすことで、将来的な地元就職を促し、若者定着を図る必要があ
る。

【事業の目的及び効果】
　市内大学の在学生に対し、麒麟のまち圏域の自然や文化、企業、観光地等の魅力の浸透を
図ることで、将来的な就職につなげ、若者定着を促進する。

【事業の内容】
　本市とふるさと納税に関する連携協定を締結した市内大学が、協定の連携分野において、
在学生を対象に実施する麒麟のまち圏域の自然や文化、企業、観光地等の魅力の浸透を図る
ための事業に要する経費に対して助成を行う。
　連携分野：地域の人材育成・確保に関すること
　　　　　　地域経済の活性化に関すること
　　　　　　安心・快適に暮らせるまちづくりに関すること
　　　　　　その他地域課題の解決及び地域活性化に関すること
　補助内容：① 基本補助分（ふるさと納税寄付補助）　補助率10/10
　　　　　　② 上乗せ補助分（単市補助）　　　　　　補助率1/2（補助上限額30万円）
　　　　　　補助金額＝①基本補助分＋②上乗せ補助分（（対象経費－①）×補助率1/2）

　※その他財源の繰入金は、ふるさと納税基金繰入金

款 総務費

項 総務管理費

目 企画費

補正前額 0 

要求額 701 

総務部長段階査定額 701 

年度 R8

企００２ 項　　目　　名 麒麟のまち圏域大学生魅力発見・定住促進事業費

予算書項目 高等教育機関在学生支援事業費 ページ 29

企画推進部
創生企画課



所　　属　　名

（単位：千円）

分担金 0 

負担金 0 

使用料 0 

手数料 0 

財産収入 0 

寄付金 0 

繰入金 0 

諸収入 0 

その他 0 計 5,864 

備　考　欄

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

地方債 0 

その他 0 

一般財源 5,864 

その他財源の内訳

市長段階査定額 5,864 

区　　分 補正額

事業の概要　会計名

一般会計 【問合せ先】広報メディア室 0857-30-8008

【１２次総の施策体系】0104

【事業の経過及び背景】
　市民が様々な場面や手段で市政情報を容易に取得できるよう、ケーブルテレビ、新聞、テ
レビ、ラジオ、ＳＮＳなど様々なメディアを活用して情報提供を行っている。

【事業の目的及び効果】
　様々なメディア・ＳＮＳ等が持つ特性を生かし、市政情報を市民に発信することは、本市
の広報戦略上重要な課題であり、効果的な情報発信・提供を行い、市政情報の市民への浸透
を図る。

【事業の内容】
　本市では、様々な媒体等を活用した広報・広聴に取り組んでいるが、市政情報を的確に届
け、声を収集し、市政に反映させることが十分にできていない。このような現状を打開する
ため、民間事業者等の知見も活用しながら、ＳＮＳを活用した戦略的広報を展開するととも
に、広く市民等の声を収集し、市政運営に反映するための効果的な仕組みを構築する必要が
ある。
　＜取組の全体像＞
　（１）ＳＮＳ広報広聴強化に係る伴走型支援事業
　　　・ＳＮＳ戦略策定・初期構築
　　　・職員向けＳＮＳリテラシー向上研修
　　　・コンテンツ制作・運用支援
　（２）先進地視察

款 総務費

項 総務管理費

目 文書広報費

補正前額 56,449 

要求額 5,864 

総務部長段階査定額 5,864 

年度 R8

企００３ 項　　目　　名 市政広報費

予算書項目 市政広報費 ページ 27

企画推進部
秘書課

所　　属　　名

（単位：千円）

分担金 0 

負担金 0 

使用料 0 

手数料 0 

財産収入 0 

寄付金 0 

繰入金 0 

諸収入 1,150 

その他 0 計 1,150 

備　考　欄

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

地方債 0 

その他 1,150 

一般財源 0 

その他財源の内訳

市長段階査定額 1,150 

区　　分 補正額

事業の概要　会計名

一般会計 【問合せ先】文化芸術係 0857-30-8021

【１２次総の施策体系】3301

【事業の経過及び背景】
　鳥取世界おもちゃ館の指定管理者（公益財団法人鳥取童謡・おもちゃ館）は、公益目的事
業及び特色ある地域文化振興事業を実施するための基金を設置している。
　県・市は指定管理者との協定に基づき、返納される前年度委託料余剰金の一部を当該基金
積立金として補助することとしている。

【事業の目的及び効果】
　県とともに当該基金造成を支援することにより、指定管理者が実施する自主企画事業の充
実や利用者に対するサービス向上を図ることで、施設の集客増につなげる。

【事業の内容】
　返納される前年度委託料余剰金のうち、指定管理者の経営努力によらない額を控除した額
を当該基金積立金として補助するもの。
（１）令和８年度返納予定額　　　　　　　　　 1,441千円
（２）返納予定額のうち経営努力によらない額　　 291千円
（１）－（２） 補助予定額　　　　　　　　　　1,150千円

　※その他財源の諸収入は、前年度指定管理委託料返納金の一部

款 総務費

項 総務管理費

目 企画費

補正前額 0 

要求額 1,150 

総務部長段階査定額 1,150 

年度 R8

企００４ 項　　目　　名 鳥取世界おもちゃ館基金積立事業補助金

予算書項目 鳥取世界おもちゃ館運営委託費等 ページ 29

企画推進部
文化交流課



所　　属　　名

（単位：千円）

分担金 0 

負担金 0 

使用料 0 

手数料 0 

財産収入 0 

寄付金 0 

繰入金 150 

諸収入 0 

その他 0 計 1,817 

備　考　欄

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

地方債 0 

その他 150 

一般財源 1,667 

その他財源の内訳

市長段階査定額 1,817 

区　　分 補正額

事業の概要　会計名

一般会計 【問合せ先】都市交流係 0857-30-8022

【１２次総の施策体系】0104

【事業の経過及び背景】
　姉妹都市である韓国・清州市やドイツ・ハーナウ市、交流都市である中国・延辺朝鮮族自
治州、本市に縁のあるブラジル鳥取県人会などとの国際交流を推進している。これまでに培
われた関係性を基盤としつつ、経済をはじめとする幅広い分野において交流の拡大・深化を
図る必要がある。

【事業の目的及び効果】
　官民が連携しつつ、姉妹都市や交流都市などとの交流を推進することにより、市民の国際
意識の高揚、相互理解の増進、関係・交流人口の拡大を図るとともに、外国人住民支援団体
などとの連携を深めることにより、多文化共生のまちづくりの推進を図ることで、地域の活
性化につなげる。

【事業の内容】
（１）ブラジル鳥取県人会創立75周年、第二アリアンサ鳥取村開村100周年、鳥取・ブラジ
ル交流センター建設30周年記念式典記念事業等への参加（７月22日～29日）にあたり、燃料
代等の高騰を受けた旅費等の増額
　　・ブラジル記念式典参加旅費等　1,667千円
（２）多文化共生のまちづくり推進のための経費
　　・在住外国人と地域住民の交流の場づくり業務委託　150千円

　※その他財源の繰入金は、人づくり・まちづくり基金繰入金

款 総務費

項 総務管理費

目 企画費

補正前額 6,333 

要求額 1,817 

総務部長段階査定額 1,817 

年度 R8

企００５ 項　　目　　名 国際交流費

予算書項目 国際交流促進費 ページ 29

企画推進部
文化交流課

所　　属　　名

（単位：千円）

分担金 0 

負担金 0 

使用料 0 

手数料 0 

財産収入 0 

寄付金 0 

繰入金 9,900 

諸収入 0 

その他 0 計 9,900 

備　考　欄

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

地方債 0 

その他 9,900 

一般財源 0 

その他財源の内訳

市長段階査定額 9,900 

区　　分 補正額

事業の概要　会計名

一般会計 【問合せ先】文化芸術係 0857-30-8021

【１２次総の施策体系】3301

【事業の経過及び背景】
　市民会館をはじめとする本市の主要な文化施設の老朽化に対応するため、平成31年２月、
関係課で構成する「市民会館等文化施設のあり方検討庁内会議」を設置し、文化施設再編の
方向性について内部での調査研究を行った。令和６年２月に策定した「ホール等文化施設の
あり方に関する基本方針」を踏まえ、令和８年３月には「新たな文化施設の整備に関する基
本構想」を策定した。

【事業の目的及び効果】
　新たな文化施設の整備に向けた調査研究を行い、基本計画の策定に向けた取組を進める。

【事業の内容】
　新たな文化施設の整備に関する基本計画を策定するにあたり、基礎調査を実施するための
経費　9,900千円
　調査の内容：候補地、施設の規模、機能、概算事業費等

　※その他財源の繰入金は、人づくり・まちづくり基金繰入金

款 教育費

項 社会教育費

目 文化振興費

補正前額 0 

要求額 9,900 

総務部長段階査定額 9,900 

年度 R8

企００６ 項　　目　　名 文化施設のあり方に関する検討事業費

予算書項目 文化振興費 ページ 43

企画推進部
文化交流課



所　　属　　名

（単位：千円）

分担金 0 

負担金 0 

使用料 0 

手数料 0 

財産収入 0 

寄付金 0 

繰入金 0 

諸収入 0 

その他 0 計 270,048 

備　考　欄

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

地方債 268,500 

その他 0 

一般財源 1,548 

その他財源の内訳

市長段階査定額 270,048 

区　　分 補正額

事業の概要　会計名

一般会計 【問合せ先】文化芸術係 0857-30-8021

【１２次総の施策体系】3301

【事業の経過及び背景】
　1967年（昭和42年）から鳥取市民会館の運営を行っており、市民の文化芸術活動の拠点の
１つとなっている。2010年（平成22年）に耐震改修などを実施したものの、老朽化が進行し
ていることから、適正な維持管理と併せて今後の方向性を検討する必要がある。

【事業の目的及び効果】
　市民の文化芸術活動などの拠点の１つとして市民会館の適正な管理運営を行うことによ
り、施設の機能維持を図ることで、利用者の安全・安心や利便性の確保につなげる。

【事業の内容】
（１）市民会館の空調設備改修等
　　・バリアフリー化改修実施設計業務　　　　　　　　　　8,712千円
　　・ＰＣＢ運搬・処分　　　　　　　　 　　　　　　     1,416千円
　　・熱源設備・空調設備改修工事、受変電設備改修工事  258,412千円
（２）市民会館の利用料収入減による補填金
　　・旧本庁舎跡地広場整備工事の影響による　　　　　　  1,508千円

款 教育費

項 社会教育費

目 市民会館管理費

補正前額 44,967 

要求額 270,048 

総務部長段階査定額 270,048 

年度 R8

企００７ 項　　目　　名 市民会館施設管理費

予算書項目 施設管理費 ページ 43

企画推進部
文化交流課

所　　属　　名

（単位：千円）

分担金 0 

負担金 0 

使用料 0 

手数料 0 

財産収入 0 

寄付金 0 

繰入金 0 

諸収入 0 

その他 0 計 1,263 

備　考　欄

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

地方債 0 

その他 0 

一般財源 1,263 

その他財源の内訳

市長段階査定額 1,263 

区　　分 補正額

事業の概要　会計名

一般会計 【問合せ先】情報政策係 0857-30-8026

【１２次総の施策体系】0102

【事業の経過及び背景】
　地域情報化推進のため、通信ネットワーク、携帯電話、コミュニティＦＭなどの情報通信
基盤及び行政サービスを提供してきた。

【事業の目的及び効果】
　地域情報化推進のため、情報化に関する情報収集を行うとともに、総合行政ネットワー
ク、鳥取情報ハイウェイ市町村アクセス網、地域イントラネット、公衆無線ＬＡＮ、携帯電
話用鉄塔等の各種情報通信基盤及び情報提供システムの適切な管理を行う。

【事業の内容】
　地元民間事業者と連携して、見守りや安否確認等のサービスを提供する「スーパーアプ
リ」の構築に向けた実証実験に要する経費。
　期間：８月～10月（予定）
　対象：高齢者等の生活支援が必要な方（30名程度）
　内容：見守り、安否確認、買物支援　など

款 総務費

項 総務管理費

目 企画費

補正前額 30,057 

要求額 1,263 

総務部長段階査定額 1,263 

年度 R8

企００８ 項　　目　　名 地域情報化推進費

予算書項目 地域情報化推進費 ページ 29

企画推進部
デジタル戦略課



所　　属　　名

（単位：千円）

分担金 0 

負担金 0 

使用料 0 

手数料 0 

財産収入 0 

寄付金 0 

繰入金 0 

諸収入 2,530 

その他 0 計 2,530 

備　考　欄

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

地方債 0 

その他 2,530 

一般財源 0 

その他財源の内訳

市長段階査定額 2,530 

区　　分 補正額

事業の概要　会計名

一般会計 【問合せ先】情報政策係 0857-30-8026

【１２次総の施策体系】0102

【事業の経過及び背景】
　本市が所有する有線テレビジョン放送施設は、市が整備し、ＩＲＵ契約によりＣＡＴＶ局
がサービス提供を行っている。

【事業の目的及び効果】
　本市が所有する有線テレビジョン放送施設の適正な運営と維持管理を行う。

【事業の内容】
　鳥取県発注工事に伴うＣＡＴＶ線移設工事
　・県道池谷福部停車場線（福部町左近地内）　1,779千円
　・県道八束水勝見線（気高町下原地内）　　　　751千円

　※その他財源の諸収入は、県からの移設補償金

款 総務費

項 総務管理費

目 企画費

補正前額 107,617 

要求額 2,530 

総務部長段階査定額 2,530 

年度 R8

企００９ 項　　目　　名 有線テレビジョン放送施設管理費

予算書項目 有線テレビジョン放送施設管理費 ページ 29

企画推進部
デジタル戦略課


